
併
数
ニ
て
九
四
五
円
一
世
約
千
均
四
・
六
七
人
U
1
十
一
月
末
現
在
l
で
文
字
通
り
人
口
十
万
の
J

人
前
榔
と
な

υ、
一
戦
災
復
興
特
別
都
市
計
闘
の
滋
娠
に

就
て
も
杉
山
岨
お
れ
て
目
的

υ、
と
れ
に
依

よ
り
-m街
の
復
興
も
士
芳
成

υ、
旧
ろ
う
%
一
刻
エ
併
を
民
政
レ
た
貿
易
会
館
を
始
め
、
各
種
の
大
建
築
が
凶
調
、
水
道
ラ
ジ
オ
璽
蓄
の
普
及
携
を
見

υ市
内
去
四
百
街
路
の
大
部
分
は
m
F
附
を

ま
し
て
も
、
水
辺

E

L

F

F

E

F

E

-

R

比
八
四
二
地
U

克
る
見
込
で
あ
り
ま
す
。

給

水

量

一

マ

講

和

第

一

審

・

愈

々

躍

謹

の

臆

都

ラ

芸

能

雲

戸

@

議

川
思

議

寄

金

六
四
七
ハ
胤
年
実

4
1
1、

J

・
・
4

数
一
回
、
四
八
八
街
伊
容
の
見
地
よ
り
附
畑
山
に
日
刊
さ
ぬ
じ

円
削
れ
日
比
宜

O
{ハ
編
)
定
添
加
入
山
相
一
ニ
、
四
六
四
円
前
年
比
四
七
二
地
V
1伺
れ
も
十
一
月
末
現
在
ー
を
示
レ
、
市
の
予
算
も
昨
年
三
一
億
円
で
あ
っ
た
も
の
の
世
判
官
、

が
、
今
年
は
肱
に
四
億
八
千
万
円
と
な

υ而
立
エ
栄
短
い
閉
山
ん
訟
の
闘
一
隊
、
一
山
際
省
新
築
、
上
越
縦
凶
附
恥
釈
の
設
健
拾
の
他
残
多
の
懸
系
を
解
決
す
べ
き
窓
@
区
肉
強
制
刊
街
路
も
砕
鰍
街
路
の

y
・4
一

滋
め
る
前
遺
，
A

た
の
で
あ
り
手
。
こ
の
時
に
昔
、
市
民
の
ぎ
ん
の
最
も
蜘
仙
の
深
い
都
市
町
忠
、
今
年
は
ど
ん
な
に
行
わ
れ
る
か

l
以

下

に

伴

芸

品

開

さ

せ

る

誌

み

で

あ

一

躍
紙
詰
関
長
所
の
話
芸
い
て
見
る
こ
と
に
レ
ま
し
た
。
♀
語
訳
川
通

υ宝
か

え

泡

貿

易

会

噂

り

ま

す
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以
上
が
ぶ
年
の
F

訟

の

許
A

で
あ
り
ま

一

復

興

六

年

の

巨

き

な

歩

み

一

鰐
終
ιれ
吋
叶
肝
心
レ

km
一M
M

殻
ω
邸
内
郡
山
一

一

一

と
御
協
力
を
畑
町
て
本
邸
去
の
お
滋
を
ぬ

一

一
っ
て
麻
郡
交
通
経
済
の
箇
に
穴
い
に
第

一

一

今

年

の

都

計

一
事
業
は

ど

5
行

わ

れ

る

か

一

興
ず
る
所
が
き
で
し
ょ
う
。

一し
た

ほ

宮

崎

ド

一

総

裂

一
の

裂

を

副

主

今

回

、

郷

一

宣

言
し
て

益

幅

し

て

春

グ

ス

」

と

し

て

親

毎

月

李

霊

の

一

塁
町
電
重
り
は
八
幡
宮
量
ず
る

一

人

権
擁
護
一
手
一
否
の
人
格

一

高
密
室
に
立
っ
た
以
需
の
磁
波
一
塁
訟
の
語
ぎ
の
協
か
お
め
b
一
番
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
児
童
公
園

一
余

震

よ

り

言

明

協

和

銀

行

角

一

員

に

岡

氏

を

霊

長

長

一

の
袋
詰
制
す
る
の
も
一
入
議
派
い
一
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
、
ぁ
一
薬
会
里
会
努
復
興
案
も

一
迄
巾
民
二
十
七
活
情
去
、
完
成
一
四
名
で
す
が
、
井
上
妻
、
J

治

安

一

も
の
が
あ
り
ま
ナ
。
想
、
円
ば
昭
和
二
十
一
の
彦
露
出
の
附
か
ら
い
ち
早
く
ヌ
一
活
発
の
凶
器
へ
て
き
た
の
で
あ
り
ま

一
の

度

葉

大

同

銀

行

会

初

め

お

生

田

氏

講

習

昔

、

そ

の

補

充

と

一

簿
八
月
五
円
の
夜
か
、
円
五
ハ
日
倒
的
に
か
一
字
一
巡
り
の
叙
一
民
で
似
拘
成
以
に
燃
え
一
ナ
が
い
ま
だ
そ
の
町
間
の
年
ば
に
も
滋

一
一
般
会
批
等
の
建
物
精
比
し
一
メ
l
ジ
ス
一
し
て
十
一

一刀
一
回
付
で

『

け
て
の
阪
だ
よ
り
4

脳

出

器

約

一

て

立

上

υ、
阪
か
一
返
り
に
し
て
乏

し
ま
せ
ん
、
本
ザ
)
そ
は
胞
に
似
事

一
ト
ジ
1
ト
」
と
し
て
一
量
船
若
手
一
章
表
白
治
紙
、
弁
宅
島
問
利
F

八
割
を
焼
失
レ
、
確
災
同
被
は
一
万
五
一
の
従
興
振
り
は
金
凶
で
も
屈
指
の
も
の
一
一
皮
を
加
え
る
ぷ
針
で
そ
の
主
た
る
刷
行

一
る
も
の
と
期
待
会
れ
て
い
ま
ナ
。

一
一
一
の
町
民
が
、
安
H
K
に
妥
腿
苑
令
さ
れ

ギ
四
百
六
十
H
戸
、
夜
災
人
口
六
万
七
百
一
と
一
お
は
れ
た
の
で
あ
り
渓
ナ
。
一
ケ
所
を
大
体
総
凶
し
て
特
に
則
一
河
川
係

一
@
樹
榊
寵
取
停
留
所
よ
り
北
方
へ
開
閉
橋
一
ま
し
た
。
な
お
上
毛
新
聞
批
長
篠
原
発

山一
一
十
八
人
事
}
以
え
、
そ
の
隈
災
面
穣
は
一
そ
し
て
そ
の
惨
尚
の
短
に
私
一一
巡
は
渦
を
一
泊
の
本
一
帯
誌
に
対
す
る
叫
怖
い
御
陵
解
と
一
日
制
同
国
迄
巾
員
二
十
玄
米

h謹
二
十
七
栄
一
吉
、
医
師
長
沢
憾
の
両
氏
は
十
二
月
一
一

祭
ほ
八
十
返
早
川
十
一
三
自
作
に
弐
ひ
、
富
一
鰐
じ
て
満
た
ら
し
め
様
と
昭
和
二
十
二
紹
λ
な
る

ω交
綾
を
い
岬
て
円
滑
な
る
.
中

一
の
街
路
を
益
ヱ
レ
ま
ナ
が
、
と
れ
は
将
一
十
八
自
社
判
一
例
了
に
な
り
ま
し
た
の
人

善
意
病
患
、
飽
き
霊
建
物
一
年
十
月
戦
災
復
興
都
訴
事
決
定
し
一
業
率
行
を
ど
冷
い
と
念
闘
し
て
陸

一
米
産
業
工
業
及
観
光
の
在
宅
示

一
権
問
題
議
案
は
泣
き
縫
入
り
せ
ず

に
期
待
を
も
た
れ
、
妹
に
問
問
北
と
の
交
一
に
、
お
の
姿
民
に
南
町
る
か
前
総
地
七
μ

遜
に
容
興
す
る
と
共
に
市
北
部
の
玲
辰
一
法
務
尚
の
人
権
擁
謹
課
へ
刷
出
る
よ
つ

を
一
一
尉
促
滋
注
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で

一
に
致
し
ま
し
ょ
ヨ
(
政
争
双
)

。
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り
ま
す
。
問
点
り
そ
の
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を
お
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F
わ
せ

し
ま
す
と

θ
相
生
町
を

ω点
と
ナ
る
巾
刊
六
十
米

街
路
の
新
設
は
、
関
係
刊
の
御
期
解
に

よ
り
先
示
山
呉
沼
の
湿
地
M

を
見
玄
関
滋

路
ま
で
ほ
Y
完
却
し
.
路
間
整
怖
の
仕

上
げ
閉
で
あ

υ、
叉
一
方
桃
芥
地
区
に

於
け
る
隊
出
仰
心
人
縄
問
慨
も
放
迭
問
同
よ
り
現一

在
閣
滋
ま
で
銃
に
溢
よ
さ
れ
℃
陪
り
、

一

と
の
両
日
を
給
ぷ
区
間
を
本
下
副
業
と
一

し
て
割
削
さ
れ
同
火
備
も
が
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八
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伊
能
知
事
か
ら
市
長
宛
感
謝
府
内
制

一
期
大
学
の
読
置
に
つ
い
て
は
、
か
ね
℃
一
当
、
第
二
勾
次
ほ
新
議
U

凶
一
中
川
八

一
扇
え
計
歯
さ
れ
て
い
ま
レ
た
が
、
い
よ
一
読
昨
(
凶
芸
品
目
出
出
世
間
…J
e
れで山

一
一
い
よ
市
立
で
設
置
す
る
す
一
に
な
り
、
十
一
刺
殺
)
体
判
的
問
一
一
一
O
昨
、
ぷ
弘
プ

一
一
一
月
中
け
七
回
の
定
例
市
議
会
に
別
粛
の
一
一
一
O
が
(
借
間
建
物
充
当
第
一
ニ
匂
次

一
泊
り
附
浸
レ
て
荷
揚
一
数
で
可
決
さ
れ
↑
に
新
設
)
附
同
研
究
所
九
六
坪
(
似

本
一
巾
昭
和
二
十
六
岳
地
供
米
割
以
一
ぽ
二
千
二
百
O
一
君
宣
千
宏
明
]

(

U

八
俊
)
で
レ
た
が
山
長
問
実
の
方
々
の
鴻
小
川
仰
一
ド
じ
た
の
で
、
出
口
町
仰
向
山
て

O
八
四
地
一
問
視
批
判
内
既
設
、
第
二
年
次
に
新

理
解
と
御
協
力
と
に
よ
り
す
二
月
十
四
円
六
供
町
の
一
千
O
八
十
一
居
住
円
以
後
に
他
都
市
に
来
日
泡
レ
℃
金
郎
の
ほ
間
同
を
・
一
内
に
建
設
工
学
科
在
単
科
と
す
る
工
業
一
設
)

完
了
レ
、
供
日
境
作
計
二
千
一
一
同
冗
士
山
石
八
斗
(
供
出
歩
合
一

O
ニ
・
六
%
)
と
い
う
好
成
絡
を
一
ポ
レ
ま
レ
た
生
産
一
短
期
大
学
を
本
俸
四
月
か
ら
同
校
他
派
一
マ
創
設
費
@
創
設
隠
日
収
入
と
レ

詰
円
さ
ん
ガ
の
御
認
定
憧
く
議
決
り
窓
を
茨
レ
ネ
ナ
。
な
お
十
一
一
月
十
九
円
伊
健
闘
阿
川
市
時
ー
か
ら
陶
口
市
町
舟
宛
次
の
溺
一
司
ぬ
よ
う
説
法
州
を
進
め
る
と
と
に
な
り
一
て
競
愉
収
入
及
ひ
市
税
そ
の
他
一
般

リ

感

謝

情

報

が
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、
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。
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な
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一
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掛
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建
設
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、
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事
情
木

警
は
賞
職
よ
り
蓄
し
く
お
憶
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下
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賠
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程
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技
術
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本
市
の
十
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一
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例
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田
賛
否
、
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首
午
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時
一
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一
十
分
か
ら
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寝
室
事
で
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会
、
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二
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淀
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田
市
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の
箱
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V
学
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注
目
町
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六
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図
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案
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六
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円
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霊
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一
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一
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収
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⑬
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つ
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刊
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憲
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史
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六
、

0
0
0
、
。

四
億
六
千
九
百
六
十
一
室
千
四
百
五
一
て
一
百
万
円
繰
る
一
設
置
に
つ
い
て
門
別
記
の
渇
U
U

一
一
一
き
坪
ハ
創
設
時
建
設
〉
二
号
館
一

0
0
円
一
色
体
語
、
童
建
築

十
一
一
一
向
、
詰
霊
差
額
四
億
八
千
一

V
同
第
九
六
号
↑
山
一
撲
の
雪
宗
一

V
報
告
第
二
号
ま
法
律
報
告
一
一
二
九
O
坪
(
創
設
時
信
用
建
物
充
「
計
六
、

0
0
0
、
0
0
0
円

喜
八
十
八
万
六
千
四
百
二
十
四
円
、
五
に
闘
す
る
傑
例
改
正
一
円
昭
和
一
一
土
台
度
特
別
喜
朗
需
↑

1
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
11

一
千
八
百
二
十
七
万
九
百
七
十
一
円
増
一
V
阿
君
主
一
川
特
別
職
員
号
給
五
万
競
馬
宮
高
借
入
章
一
一
百
万
一
℃

3
E
E
b巴
I
Y
ヒ
X
J

古

川

3
4
5、三
官

学

長

例

改

正

一

円

以

内

を

五

百

万

円

以

内

巴

一

柱

建

平

3
3
1
.
k

察
消
防
夜
、
十
益
(
出
合
敷
設
一

v同
第

九

八

号

雲

間

青

島

市

防

一

当

日

の

去

で

は

予

算

、

襲

、

待

遇

一

マ

:

防

塞

装

置

は

五

分

に

入
殺
、
桃
弁
中
し
川
区
阿
倍
矧
ホ
業
演
を
一
ス
契
約
締
結
に
つ
い
℃
一
関
係
で
架
阪
、

τ一
張
、
林
、
小
野
盟
、
一

一

一

一

市

の

KJμ
叫
が
十
二
月
八
げ
か
う
改
正
に
一
キ
ロ
一
一
ス
U
円
八
一
キ
ロ
訴
に
八
円
)
も

含
む
U

段
門
四
日
、
紅
会
及
労
働
腕
設
訟
一

V
同
第
九
九
眼
寺
町
有
土
地
点
如
(
一
毛
一
得
議
員
、
水
明
性
関
係
で
砲
水
、
樋
国
間
一
計

7
1
e
-
l
a

一

一

一

J

:

一
よ
り
ま
し
た
。
水
必
裕
次
去
る
昭
和
一
二

V
特
別
縫
ハ
芋
ぷ
そ
の
他
臨
同
問
、
以

保
問
眠
術
小
回
目
、
街
ヱ
折
、
駐
在
皆
、
統
一
町
北
一
阪
地
内
宅
地
一
四
一
一
宗
主
八
U

一時曜日口、一

1
土
器
撲
で
医
随
一
議
闘
い
円
、

f

-

-

1
1

一

一

1

仁

川

一

口

一

、

一
十
四
灯
一
二
灯
」
改
正
以
を
一
年
間

一
発
及
び
撒
水
)
一
キ
ロ
一
五
円

計
調
語
、
選
挙
資
、
装
組
、
要
一

V
同
第
一

O
O
号
一
日
戸
一
廿
貸
付

2
・r
湾
整
貯
入
関
係
菜
、
富
一
重
さ
と
な
引
て
い
た
も
の
で
す
が
、

子

私
設
消
火
栓
袋
詰
)
一
平
分

盟
主
を
氾
加
箆
一
位
、
才
入
は
不
衡
が
比

一
町
一
一
一
一
一
の
二
審
地
宅
冴
二
七
二
坪
を
公
一
師
一
白
河
井
各
議
員
の
質
問
が
あ
り
、
一

J
;

一

付
金
、
室
企
業
及
財
産
収
λ
、
信
一
共
職
業
安
定
所
敷
地
と
レ
て
群
馬
緊
一
こ
れ
に
対
レ
入
凶
器
、
譲
露
果
話
物

E宇
も

池

上

ι日ぬ
け
一
間
に
付
一
五
O
円

詰

刊

一

一

時

金

要

同

一

打

開

ド

喜

朗

「

間

競

輪

場

富

糾

一

首

諸

民

龍

一

日

間

川

端

的

一

一

世

間

一

一

間

一

時

現

V
同
知
九
一
一
一
号
特
別
会
計
水
量
才
入
一
傑
例
塁
内
昭
和
二
十
六
年
限
に
限
り
一
高
れ
も
原
案
通
リ
可
決
レ
て
四
時
三
費
の
日

3

t

t

一
充
分
防
霊
置
を
し
、
若
し
故
障
が
阻

才
刊
誌
署
内
既
決
予
算
額
一
一
千
四

一
地
方
公
語
体
に
し
て
程
競
倫
壁
一
十
五
分
閉
会
レ
ま
し
た
。
、
一
な
点
を
川
レ
ま
し
た
の
で
、
十
一
月
一
っ
た
b
、
安
課
童
受
電
話
回
一
ニ

雲

十

一

一

一

対

四

千

百

円

、

損

害

芝

居

す

る

も

の

は

ど

邸

周

則

聖

上

一

一

一

一

十

ブ

「

震

の

撃

改

正

義

司

一

o
一
l
四一一一
O
四
U

へ
お
知
、
り
せ
下
さ

一

{

占

4E-」
2
1
Z
団
叫

J
;三
一

二
番
、
十
二
月
十
七
日
の
議
会
話
一
い
ハ
土
木
課
室
係
U

十
二
日
刀
円
ハ
守
出
水
泊
訳
、
領
内
吋
一
食
、
一
一

r
E
L
噌
官
民

Hng咽
川
町

E
r、
四

百

'

一

一

一

こ
1
J
羽
兎

ι
b
M
E
~
i
a
F
、

一

一
一
記
の
滋
り
議
決
さ
れ
い
よ
い
よ
十
二
月
一

1
1
1
J
1
i

オ

ス

議

員

ろ

二

:
1
1
1
3
4

一一
一
分
か
ら
還
と
な
っ
た
も
の
で
、
改
正
一

1リ
竺

喜

意

書
第
九
四
日
V

密

集

積

改

正

三

一

設

置

計

画

の

概

要

一

一

一

5
3りで
す
。

3内
土

曜

一

日

一

面

一

足

早

日

ド

一
築
資
金
繰
入
一
ト
に
市
立
工
業
費

5
3一
れ

る

日
直

川

ヱ

下

一

日

間

金

U

汗
|
一
忠
臣

一

消

防

第

一

仔

圏

一

@

閉

経

曾

一

湾

問

)

ヘ

キ

ロ

宅

一

一

品

明

一

ぺ

一
一
通
り
運
航
」
ハ

器

具

置

場

完

成

一

。

史

一

キ

互

に

一

O
巴

一

「

H
U
1
X日
間
開
催
、

N

本
市
で
は
市
消
防
圏
第
一
公
園
の
賢
一
四
回
叩
均
議
主
自
由

J
m割
当

日

連

日

唱

践

す

。

ー
害
者
曲
輪
町
湿
り
に
新
随
一
附
で
し
た
一
@
内
役
袋
童
三
云
)
0
キ
ロ
迄
一

V
第
二
部
五
日
、
否
、
七
日

が
、
旧
ろ
う
空
し
き
た
り
蓄
は
一
一
四
O
O
円
円
一
ギ
ロ
芝
山
ハ
刀
一

v警
は
午
前
十
時

一
@
γ
栓
八
六
円
協
同
教
U

一一一
O
O
ベ
J

j

、3
1
j
、，市
3
2括
主

九
月
室
長
約
一
一
一
ヶ
月
事
レ
、
ェ
一
ロ
芝
、
八
O
O
円
〈
一
キ
ロ
毎
に
一
静
あ
軒
掛
川
駅
丈
一
匹
空

間
訟
七
十
万
一
二
午
四
百
円
、
問
中
艇
の
簿
一
八
円
U

と
の
丁
捻
は
勾
防
を
泌
じ
一
一
円
v
第

五

十

音

色

U

十
七
司
、
日
〉

り
問
鱈
な
総
量
号
、
と
れ
に
よ
一
ヶ
塁
均
一
ェ

8
キ
ロ
以
上
倒
的
ず
一
十
八
凶

S

一
の
防
火
障
は
一
一
艦
強
箇
に
な
り
↑
る
も
の
o

u

一
円v
第
二
節
二
十
二
日
(
金
)
二
十
J

二日

o
d
〔
保
安
課
・
建
築
課
)

J

一
V
公
私
設
共
同
段
門
民
間
隠
用
〉
一
戸
四
一
円
土
U

二
十
四
日
(
日
一
)
(
尚
工
畑
作
)

供
米
完
遂
、
轄
下
の
ト
ツ
。
フ
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記
輔
制
覇

，

ー

、

詳

細

雪

授

の

容

量

一

溢

の

藷

と

2ー
を
蓄
量
一
付
の
こ
と
、
笛
一
智
謡
、
山
一
月
ド
白
書
織
を
行
い
ま
す
か
b
海

道
じ
て
甘
か
り
せ
し
、
雲
作
品
一
手
νま
す

。

一

挙

、

室

、

裂

の

一

一

3住
宅

銀

行

主

レ

き

き
必
ず
撃
を
設

d

審
議
で
議
め
の
上
出
で
一
喜
一
際
部
は
は
が
き
、
ポ
ス
タ
ー
は
長
一
審
査
し
、
一
二
三
ユ
等
事
館
作
一
け
さ
せ
て
下
さ
い
ハ
撃
窃
司

些

人

浦

港

市

議

議

3
34時
3H占
H
2
13
3
3
J
Hの肘
〕

日

一
刊
、
江

r

.
〔
敬
一
時
五
)
一
目
配

ιι
一
一
一
程
り
V

義

一

一

概

串

児

童

の

一
急
良
一
袋
二
ー
二
日
盤
、
十
五
日
成
人
の
凶

納
一
椀
標
か
と
一

市
で
は
山
一
苧
産
、
民
名
明
記
、
宮
は
各
一

身
睡
一
鞭
蓋

↑
J
r
に
就
学
一
二
十
一
日
昼
、
一
一
h
七
日
間
一
日
間

ポ
ス
タ
ー
一
想
刀
納
促
一
主
問
中
包
通
じ
て
市
役
所
品
川
耕
一
課
へ
治
一
ず
る
皇
割
以
一
体
一
千
七
町
名
で
、
一
乞
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¥

川

い

似

て

五

八

七

川

)

外

郭

郎

総

川

小

川

引川川山内、めるご一
o

J

一さい一↓
ι
・
内
淀
川
札
入
代
同
北
川
山
、
同
性
、
川
¥

日
以
山
凡
山
よ
い
一
一
5

一
九
一
八
円
0

・

一

一

以

政

敵

品

人

四

九

人

抗
日
川
町
一
一
向
日
間
引
い
い
一
諮
問

30

訓
パ
レ
℃
い
室
一
喜
一
窪
田
口
名
一
時
川
患
い
一
一
一
↑
一
一
一
一

v
詐
お
刻
印
M
Mだ
と

刈

て
民
く
た
め
、
昨
年
十
一
月
市
内
仰
央
一
生
活
時
間
に
飽
き
加
入
し
て
い
宅
交
差
富
山
・二
田
谷
な
し
一
こ
こ
一
二
支
一
こ
の
答
え
は
、
市
民
税
の
盟
主

HY

都
内
陸
町
、
桑
如
、
出
町
、
立
川
一
一

V
2
f
一
一
一
一
喜
一

v
h
u問
H
納
税
準
備
貯
蓄
組
合
に
加
一

J
日
u
h
M
M訪
問
所
有
月
一
の
決
定
八
君
主
準
と
せ
ず
、
出
一

町

)

申

岡

部

門

担

才

川

恥

、

南

農

町

一

に

号

一

入

し

な

い

円

高

は

一

3
4一
、
六
一
一
一
五
件
)
一
独
自
の
立
ぬ
で
実
際
調
去
の
上
、
実
情
一

石
川
町
、
車
問
、
大
塚
巴
外
喜
一
誤
叫
外
の
一
八
一
一
二
二
-
一
一
白
川
誌
で
一
一
一
五
八

U
一

芝

4
7二
久
一
ぶ
し
た
棄
を
望
む
。
と
の
覧
が
一

ハ
白
六
供
向
、
天
川
原
山
、
空
宅
一
正
直
に
納
め
る
一
一
一
口
晃
一
程
守
派
町
議
ご
久

一
な
し

2

2

a
一
室
二
協
く
、
精
密
な
る
実
感
震
と
公
主
一

目

指

針

川

計

十

町

一

一

日

間

了

一

一

宮

一

回

文

一

四
川
市
一
忠
一
一
二
三
生
一
一

v
d
u日
民

間

何

に

i
M刊誌
r
d
M訪
れ

尚

一

行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
次
の
様
な
結
果
一
芸
一
一
一
明
叶
霊
法
易
く
す
る
に

一

他
の
告
で
出

唱

ご

晶

一
自
室
一
、
九
一
一
九
件
)
一
く
と
こ
ろ
が
多
い
。
滞
納
に
対
す
る
俗
一

宮
ま
し
た
♀
位
は
何
者
各
一
は
如
何
に
レ
た
り
よ
い
か

一

語
貯
蓄

一

1

一

一

マ
第
一
間

u一
巾
税
の
滞
納
が
あ
り
ま
す
一
ハ
回
答
数
二
、
二
九
O
む

一

室

が

な

い

直

一

一

コ

ー

ニ

激」
F
f

一一六一一
R

E

一
八
百
三
一
祭
器
削
で
あ
る
、
正
直
泌
が
震

一

向
域
別
自
持
六
一
-
一
時
二
嬬
浩
一
一
六
一
一
一
二
三
二

献

し

て

も

一

一

一

一

二

時

斗

一

一

一

一

一

一

一

竺

白

川

口

伝

説

話

一

、

申

央

部

四

八

玄

二

一

議

官

Y24囲
内
一
一
三
一
す
一一

一

回
答
な
レ
突

究
室
一
語

差

一
一

警
察
「
認
一
二
二
一
一
-一
二
に
氏
る
こ
と
を
望
む
o

税
金
の
使
途
を

一

鵠

認

可

一

二

課

に

を

一

一

回

一

一

二

三

笠

一

一

v黙
阿
川
町
諮
問
話
番
一
回
一
一
問
唯
一
一
一
三
一
一
対

一

問

問

説
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一

抗

日

い

一

一

一

納

付

場

官

、

一

白

義

一

一

、

六

一

一

一

五

件

)

一

V
第
十
問
H
収
入
に
フ
い
て
〈
戸
当
一

一

E
一

総
卒
均
四
二

・
六
百
七

・
四
一
数
多
く
す
v
z
e
屯

ご

ι
一
よ
い
四
一
一
一
三
一
八
一一λ
・均

一

り

対

啓

一

し

小
口
滞
納
治
よ
英

語

舎

の

一

J
J
一

誠

一

一

F一
vm
F
K主主
主

主

一

J
一

一

日

一

時

計

時

間

一

L
諮
問
哨

f
向

ご

・ニ
入
レ
凶
日
町
一
、
三
一
五
件
)
一

v
d
M「
市
の
税
務
室
の
態
度
に
一
向
M
U

一
品
川
凡
.一
問
一
答
長
が
あ
り
ま
し
た
〈
税
務
き

一

回
掴
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t
5
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t
t
s
t
t
s
t
s
t
t
s
tst
;
t
i
t
F
t
?と
ぎ
也
御
一
両
参
に
な
れ
ば
、
叉
別
に
油
せ
一
二
等
万
円
山
一
一
千
五
グ
一
ア
I
ス
キ
l
ク
ラ
ブ

一

-Z
H完
志

向

者

こ

…

一ん

ZJげ
ま

す

。

当

せ

ん

を

ひ

二

一

:

山

一

言

五

十

三

V
参
加
喜
市
内
に
居
一
語
安

一

有

一

W

4

n

H
割

償

国

フ

@

帯

当

市

h
g
t
・

M

一
数
は
次
の
遜

υで
す

。

一

四

三

一

十

川

一

ニ

千

五

百

F

一
は
通
学
す
る
も
の
ハ
勢
雪
合
む
U

一

一…

ー

一
一

特

等

一

万

円

一

本

一

信

哲

也

一

マ
競
朴
氏
帰
国

一

一

一

拙

せ

ん

付

お

年

玉

は

カ

き

…

一

一

特

一

千

円

四

ム

，

a

一

@
量

化

の

部

六

語

一

-

F

d

-

、

-

-

E
3
古
川
税
は
認
の
溜
泌
を
円
滑
な
ら
し
め
る
湖
沼
拙
で
あ
り
ま
す
の
で
、

E
r

l
-
-十
|
l
i
l
i
-
-ト
I
l
l
i
-
--

一

@
れ
校
生
の

m
A制
約
降
、
組

一

将
一

…

民

主

計

肝

心

じ

い

れ

い

昨

日

比

込

町

時

間

…
一

火

事

の

知

ら

せ

は

一

刊

十

月

六

日

降

組

問

、

一

一
叫
が
き
H
H

を
今
月
十
日
お
訟
り
い
た
し
笈
ナ
。
こ
の
H
U

ぉ
，
日
っ
き
年
抑
制
は
が

m
一

一

距
峨
・

B
組
X
廻
酬
持
、
距
離
、

C
組

一

川
一

…
ラ
は
棄
の
拍
せ
ん
椎
に
加
え
て
「
出
雲
納
く
じ
」
の
拍
せ
ん
権
の
番

一
一

p
火

災

通

報

崩

力

の

家

d

ヘ

一

大

詰

一

“F
一
…
号
も
つ
い
て
出
り
、
ご
重
の
宰
濯
を
摘
め
る
仕
組
み
ほ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
一

回

一

@
京
子
'
一
人
組
鞠

一

一…

の
市
警
万
一
納
え
じ
の
泊
せ
ん
は
別
問
中
F
市
冊
以
万
一
納
向
の
集
い
d
の
情
し
一
行
い
一
一
い
ち
は
火
災
む
早
期
発
見
と
渇
械
が
‘
一
「
火
火
活
芳
男
の
成
」
と
書
い
た
門
一
口
駐
宇
宙
刀
工
純
一
一
一
十
五
才
以
上
v
一

一
す

す

。

信

書

、

'

・

…
↑
災
害
を
軽
減
さ
せ
る
第
一
の
要
件
で
あ
一
擦
を
掲
げ
て
頂
く
こ
と
足
り
ま
し
た
二
人
組
関
'

一

一

r
i

!
t
t
it
i
i
i
i
i
i
i
i一
る
点
に
着
服
レ
、
火
災
発
見
と
語
、
一
イ
ザ
火
事
の
場
合
、
こ
の
ほ
の
を

一

v柔
申
込
一
月
二
十
回
限

υ
一

一

市

相

究

納

者

の

集

い

を

目

立

に

問

題

防

部

へ

議

す

る

集

望

一

一

一
九
番
〈
富
市
原
文
明
ル
一

内
定

患

芸

一

川

内

各

事

異

一

日
一

τて居
り
ま
す
が
、
今
度
市
の
消
防
竺
て
民
U
ば
一
人
体
五
分
以
内
に
出

1
一
巴
学
校
は
一
指
申
込
み
の
こ
と

一

1
一

味

用

群

馬

舎

館

で

開

催

し

ま

す

一
援
会
の
車
業
と
レ
て
市
内
の
電
話
加
入
一
ン
プ
か
現
傷
へ
到
約
す
る
こ
と
に
な
っ
一
角
紙
は
附
込
ケ
刊
誌
ど

一

i
刊
で
は
一
昨
年
ト
一

1
8昨
年
一
一
百
出
せ
ん
ち
い
ま
。
予
定
興
こ
一
嘉
一
一
一
千
名
に
依
頼
レ
て
火
災
議
協
一
語

υま
す
か
々
少
し
も
県
く
こ
の
一

v百
六
位
ま
で
と
し
だ
参
加
一

1
一

E絹
γ

引
の
鋭
い
を
害
毒
で
間
一
炉
山
吾
川

t出
納

υ去
、
雲
山
一
宮
家
を
設
け
る
こ
と
と
な
り
一
月
早
一
協
力
。
雲
間
レ
あ
U
せ
て
頂
く
一
路
、
敢
闘
語
あ

υ

一

一

~
一
次
、
乙
れ
ら
の
家
に
対
し
一
夜
間
缶
く
一
ょ
う
孟
薮
し
ま
4
3
0

〈
山
問
答
。

v
r江市
対
抗
前
恥
山
k
J
1
い
は
、
こ
の

一

今
一
ぽ
レ
、
好
景
』
憎
し
ま
し
た
の
で
、
市
一
日
開
俳
い
と
ま
ず
。
ど
な
た
も
市
政
↑

}

7
一

間
続
出
へ
の
話
の

Zと
し

て

一

淫

営

者

言

2
1
1
1
1
1
i
l
i
l
i
-
-

六
会
参
加
百
よ
り
選
抜

一

一

一

一

d

'

S

E

A

M

P

-

-

-

A

、持
-

-

V
申
込
受
付
後
一
月
二
十
一
日
プ
口

一

一
そ
の
雲
一
回
心
謀
議
吉
宗
竺
て
、
柔
こ
の
告
に
御
参
加
下
さ
い
一

↑

日

3
X
ヲヘ↑
r
E
E
L
ヘA
A
氏

一

手
学
べ
く
計
一
門
主
め
て
居
り
ま
す
。
言
語
第
一
一
一
別
委
で
と
固
定
資
一

H
F
3
4
」

ノ

手

続
主
義
開
催

一

昭

一
今

回

は

一

巾

民

事

一

一

一

引

委

で

と

亘

書

第

四

努

ま

で

の

唱

に

は

、

一

司

剖

副

詞

到

割

住

民

日

記

日

一
資
産
税
第
四
川
分
ま
で
の
完
納
省
及
び

一御
手
許
に
崩
い
て
思
り
ま
す
お
年
玉
つ
一

d
{
I
l
l
i
-
-
-

一
一
月
の
市
民
靴
め
四
一
則
円
げ
を
納
以
内
句
芝
生
仰
は
が
き
が
¥
こ
の
催
レ
の
招
待
一
節
四
回
市
民
ス
キ
l
安
置
が
泌
を
一
十
-

)
一

夫
え
完
納
し
た
方
々
に
、
壁
一
万
円
一
以
と
な

υ、
印
刑
さ
れ
て
い
る
番
号
が
一
七
回
赤
城
山
鱗
営
ス
キ
1
ほ
閣
で
挙
行
さ
一

付
一

2
6以
下
回
室
、
否
湿
り
九
五
せ
ん
警
と
な
り
ま
ナ
。
一
度
税
第
れ
手
。
そ
の
霊
は
き
通
り
で
す
一

司
本
に
一
本
当
日
る
伯
仲
叫
ん
祭
宇
佐
差
上
げ
て
一
四
期
門
付
世
話
一
樹
に
対
し
て
は
、
一
月
四
一
か
ら
、
多
数
参
加
さ
れ
る
よ
う
聾
盟
い
一

一
株
月
〔
日
米
一
巴
餅
符
袋
館
に
於
て
、
一
日
か
き
一
月
十
日
円
予
定
)
泡
に
領
収
一
た
装
す
。
一

葉
山
学
校
巳
ふ
さ
わ
し
い
人

間
同
は
年
紙
四
つ
切
〆
切
一
一
ハ
一
一
F

‘'() 

市

税
実
態
調
査

に
同…

m-Z

強3 

'" 
均

六

・
由

2 第

V
U州
日
一
一
月
二
十
七
U
ハ同
U

午

前
九
時
半
開
会
、
午
後
三
時
閉
会

V
去
場
亦
槻
山
勝
治
ス
キ
i
川崎

V
山
催
前
楠
山
、
占
体
青
山
刷
会

後
百
壇
上
宅
新
明
批
‘
ホ
ワ
イ
ト

ν

車
は
左
・
人
は
古

艶

聞

変

遁

を

守

υま
し
ょ
う



， 

E
E
E
E
E
E
E町臥町
FEE-E

晶

E
E
E
E

。
2
2・
少
年
少
女
は
次
の
時
代
を
に
な
八
温
来
幅
削
の
と
き
刑
の
執
行
縮
予
と
な
犯
罪
汀
予
防
更
生
法
そ
の
他
の
法
律
に

V
感
情
に
ま
か
せ
て
余
り
子
供
を
略
っ
そ
の
入
手
の
い
き
さ
つ
を
蘭
ぺ
ま
レ

ラ
大
切
な
私
た
ち
の
mw鱗
弘
で
す
が
、
っ
た
国
円
少
年
円
以
上
は
火
依
十
四
極
以
よ
っ
て
、
京
良
化
し
た
少
年
の
改
善
及
た
り
、
お
さ
え
つ
け
た
り
、
叉
は
援
ょ
う
。

?
一
と
の
宍
切
な
ま
少
女
の
不
良
化
を
防
上
二
十
一
一
一
歳
宋
曹
を
、
富
観
察
と
び
更
生
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
保
護
の
方
情
に
お
ぼ
れ
た
司
譲
り
方
を
し
て
マ
子
供
が
ど
ん
な
友
君
も
っ
て
い
る

:-s票
、
最
護
力
量
め
ら
れ
℃
い
う
方
訟
で
響
、
更
生
の
た
め
指
導
襲
警
b
れ

て

い

る

に

洞

宗

、

以

は

な

ま

せ

ん

か

。

言

語

を

関

り

ま

レ

ょ

う

、

事

』
い
る
一
筒
、
少
佐
少
京
の
犯
罪
は
ま
ず
を
す
る
健
所
で
、
と
う
し
た
宵
少
年
の
上
の
よ
う
に
宵
少
勾
の
犯
罪
が
増
加
叉

V
家
庭
か
ら
大
瀬
の
時
鴨
署
を
遁
放
し
ま
の
途
中
な
ど
で
惑
い
友
濃
か
ら
、
色
昭

一
ま
す
悪
化
レ
ょ
う
と
レ
て
い
る
と
と
は
た
め
に
探
く
そ
の
原
里
親
べ
、
震
は
忠
告
傾
向
に
あ
り
ま
す
と
と
は
子
レ
ょ
う
。
々
な
誘
惑
を
さ
れ
る
と
と
も
あ
り
ま
回

開
噴
か
わ
し
い
右
手
。
一
例
を
あ
げ
ま
や
祉
会
の
環
境
基
奮
し
ミ
性
格
女
の
震
に
つ
い
て
最
も
宗
曹
を

V
お
宅
の
率
の
取
扱
い
が
ふ
し
だ
ら
す
か
ら
特
集
票
肝
要
で
す
。
叩

ー
一
?
と
、
前
橋
少
沼
保
雄
観
察
所
の
調
査
の
陶
治
を
は
か
り
、
正
じ
い
社
会
人
と
得
た
れ
る
保
山
浩
一
ュ
の
方
々
の
一
層
の
認
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

-v子供に
飲
酒
、
喫
煙
の
傾
向
は
あ
り
叩

3
-
し
た
昭
和
二
十
五
年
の
廊
下
各
市
町
問
符
レ
て
立
照
ら
せ
る
こ
と
に
努
め
て
居

υ
織
と
期
解
な
く
し
て
は
到
民
改
善
じ
得

V
子

供

の

非

を

か

ば

っ

た

り

、

子

供

に

ま

せ

ん

か

。

国

!

一

の

青

少

年

犯

罪

誠

一

ぼ

合

計

三

八

一

三

立

ま

す

。

な

い

と

と

で

あ

り

芋

J

の
で
、
同
保
護
対
す
る
父
母
の
喜
四
一
割
対
立
す
る
よ

V
異
性
関
係
に
在
意
レ
ま
レ
ょ
う
。
時

2
一
人
宮
高
竺
八
一
二
U

高
年
に
比
?
・
・
・
語
家
保
護
観
察
慰
問
観
察
所
で
は
、
個
人
附
に
も
枇
請
に
う
な
と
と
を
恨
み
、
父
が
い
け
な
い

V
喫
茶
思
や
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
撃
に
こ

主
ペ
て
裕
人
員
で
は
幾
分
減
じ
て
は
い
ま
回
一
一
去
に
あ
り
ま
す
が
、
同
所
は
昭
和
実
よ
り
以
上
子
供
の
憲
章
濯
す
と
い
う
乙
と
を
母
が
睡
で
許
す
よ
う
申
に
な
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
か
。

m

-
-
す
が
、
殺
人
、
強
盗
、
聖
母
・
放
火
等

V
子
供
が
他
人
か
ら
被
害
を
受
け
た
よ

一はいれ
U
M
M
U
れ
わ
れ
昨
日

f

子

供

の

幸

福

の

に

め

に

、

五

日

間

即

日

u
u
jえ

一
科
目
印
引
い
訪
日
h
T
M
h仁
一

一

一

]

い

つ

も

正

し

い

愛

情

と

保

護

を

L
即
日
訪
問
ぺ
山
口
十
晶
表

す
か
ら
八
月
ま
さ
既
に
一
笠
宮
一
件
に
二
十
二
缶
四
月
、
葉
、
栃
木
両
照
下
る
た
め
に
、
欧
の
人
々
が
T

速
や
か
な
な
こ
と
宗
主
主
と
し
た
ら
、
と
灘
絡
を
と
っ
て
、
正
し
い
警
に

j
閑
却
し
て
い
ま
す
。
発
管
轄
区
域
と
し
て
田
町
一
応
レ
た
前
編
少
愛
情
を
筏
ぎ
な
が
b
、
衣
の
事
柄
に
御
親
自
ら
子
供
か
ら
あ
な
ど
り
を
う
け
努
ゆ
ま
レ
ょ
う
。

一

so・g
・--
と
の
少
岳
民
誕
観
察
所
と
い
う
年
審
判
断
が
、
二
十
四
任
十
一
月
一
日
注
意
願
い
た
い
と
霊
草
し
て
隠
り
ま
す
る
図
で
お
り
ま
す
。

V
小
諮
問
在
周
囲
の
事
情
を
脅
え
て
逝

笠
の
は
ど
う
い
う
役
所
か
と
一
E
い

ま

す

と

か

ら

現

在

の

震

観

察

所

と

な

り

筆

父

見

方

へ

御

注

意

願

主

に

Z
J
供
の
き
言
葉
っ
か
い
に
当
巴
興
え
そ
の
費
差
問
、
り
か
に
さ

山
少
訴
が
犯
罪
守

乞

し

て

笠

娯

に

検

挙

き

れ

ば

二

十

五

日

一

三

円

相

川

明

町

ー

か

ら

理

活

気

室

町

り

ま

し

ょ

う

。

'

せ

ま

し

ょ

う

、

ず
れ
か
ら
喫
庭
裁
判
所
に
き
れ
、
同
医
務
悔
し
本
軍
喜
臨
時
と
し
て
向
い
た
い
乙
と

V
子
供
の
陸
宮
く
暗
号
、

-
3
Zレ
子
供
に
不
良
化
の
傾
向
が
慰
問

1
・

一

類

割

高

著

窓

会

喜

議

所

の

震

観

察

主

多

数

の

少

最

強

V
季
子
供
の
不
良
化
は
親
の
賢
任
で
候
所
語
学
ょ
う
伝
枠
ご
さ
れ
た
と
き
は
、
。
の
病
気
章
〈

組

一

見

書

室

保

警

が

指

導

監

督

す

司

ハ

民

間

人

芸

市

に

は

一

一

十

四

季

室

主

義

毛

え

ま

し

ょ

う

。

ょ

う
0

4

穂
す
た
め
、
そ
れ
ぐ
の
器
話

一
各
区
付
さ
れ
冶
少
坤
、
或
は
忽
院
り
ま
す
U

が
、
少
件
善
導
の
た
め
巳
活

V
乎
在
京
蓄
を
唄
え
る
よ
う
な
支
援
か
ら
余
門
話
料
ま
よ
う
な
U
争
談
し
て
そ
の
昂
濯
を
防
止
し
ま
し
ょ

一
か
ち
侭
退
院
を
主
〈
)
れ
た
少
年
、
刑
務
勤
し
て
り
ま
す
。
一
般
に
知
ら
れ
て
居
行
い
中
伊
)
州
刑
ノ
ら
ず
識
、
り
ず
の
内
に
大
人
向
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ぅ

。

庁

す

か

ら

仮

同

号

さ

れ

た

少

年
、
十
り
ま
す
ぎ
、
皇
詣
基
キ
少
年
法
が
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
0

・

L
見
知
ら
ぬ
品
物
書
っ
て
い
た
ら
、

宅

制
引

F

i

l

l園
l
i
B
i
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一旦
-l名
簿

が

確

定

し

ま

し

に

門

誌

弓

一

部

も

調

査

一

案

外

少

か

っ

た

主
1
入

本

市

の

有

権

者

五

均

三

千

四

ホ

ル

~

…

一

一

軒

烈

ロ
U

間

帯

調

査

一

厚

生

産

開

d
v

一

践

す

岬

喝

、

h
，d
(

ハ
V

基
本
開
昼
間
L

わ
け
て
一
れ
い
一
発

Z
室
、
急
照
沼
田
て
、
前
年
の

一

v
j
各
積
警
の
基
本
に
な
る
一
第
七
十
六
傑
第
四
項
の
規
定
C
悶

υ一
の

Z

4

手

。

、

一

か

一

倍

と

予

営

、

一

般

に

撃

を

き

也

、

選

基

本

選

挙

人

名

簿

は

昨

年

一

告

一

三

。

一

計

一一、

O
四
九
人

8
調
査
毒
事
業
所
容
量
一
本
一
巾
で
も
磁
力
防
疫
の
暖
化
を
号
、

習
い
ペ
川
十
一
-
月
一

一
十
円
建
レ

、

一

昭

和

廿

歪

十

一

一

月

竹

一

日

一

と

の

年

分

台

宗

所

々

語

、

富

組

織

、

煙

車

一

井

水

準

を

は

ひ

め

と

し

、

保

閣

議

一

ヰ

本

市

の

有

権

一

語

一

鹿

市

議

著

書

一

会

一

一

、

O
六
一
人
活
工
協
を
凝
っ
て
い
る
か
。
原
動
機
一

2
2
2
5
3じ

一

t
b
男

三

四

、

二

四

人

一

警

墨

細

野

弔

問

一

門

司

一

分

の

一

の

殺

を

設

備

し

て

い

る

か

。

従

業

一

一

説

。

一

予

防

こ

警

を

ご

た

結

果

、
一
語
、

一

車

交

一

一
八
、
九
三
五
人

一

基

本

県

峰

崎

陪

い
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十

日

八

一

一

一

人

員

需

労

働

説
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現

金
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宮
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ま

て
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十
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一一、

O
四
九
人
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額
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原

則

的

及

ひ

材

料

〔

指

氾

物

資

を

一

十

八
日
現
在
で
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そ
の
発
吐
い
殺
は
一
九

一

主

主

し

た

が

五

方

自

治

法
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一

講

和

後

最

初

の
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く
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額
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け
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立
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査
実
施
に
ヲ
い
て

M
M

昨日付
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額
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一

パ

ル

ヨ

純

一
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H
γ

一
ヤ
分
の
一
)
夜
ひ
議
会
の
解
散
、
地
方
一
一
室
調
査
は
毎
年
十
二
月
末
現
在
を
へ
で
工
業
出
の
皆
主
ん
に
は
も
れ
な
く
正
委
託
仕
!
?
護
費
。
↑
痢
で
一
名
、
由
記
痢
で
ヱ
パ
名
、
計
一
七

白
一
会
議
体
重
の
解
職
員
求
を
す
る
一
も
ヲ
て
、
皇
統
計
第
一

O
号
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ご
し
い
痢
慢
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し
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い
た
だ
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検
ま
ま
現
金
韓
議
題
号
癌
喜
一
名
で
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蘇
染
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築
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一
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1
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と
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に
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べ
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す
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七
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八
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な
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管
問
委
員
一
に
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が
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襲
で
一
ハ
一
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閥

査
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。
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家
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の
通
り
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し
た
一
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施
し
一
月
末
日
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に
富
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年
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蓄
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合
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範
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梅
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蒸
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湿
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狽
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ま
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